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道内の大きな震災のなかで定期考査が終わりました。亡くなられた方々に心よりお悔やみ申し上

げます。

さて、定期考査が終わっても勉学をやめることはできません。むしろ考査という「壁」がないから

こそ自由に伸び伸びと自学自習してほしいと思います。。幸い、９月は３連休が何と２回もありま

す！！部活の多くは練習試合などが入っているでしょうが、６日間全てではないはずです。ここでし

っかりと学んでほしいと思います。

・３年生･･･２日間連続の模試となります。センター試験の日程も２日です。とすると休憩時間の過

ごし方や午後の思考力低下への対応などシュミレーションしてみてはいかがでしょうか。センタ

ー願書出願は 10 月始めとなります。特に地歴公民と理科の科目についてはしっかりと考えて出

すように。原則変更はききません。

・２年生･･･見学旅行が近づいてきています。旅行後は「受験勉強に切り替える」！！ですよね。こ

の切り替えるって具体的にどう行動すべきなのか、理解しているでしょうか？ 11 月の模試から

いよいよ理社も入ってきます。ですからその分も勉強しなければならない。そのための準備期間

がこの９月だということです。心が切り替えられても体はすぐには変えられない。２時間家庭学

習だったのが急に４時間にはできません。そのための９月であり、２回の３連休です。

・１年生･･･文理選択がいよいよ本格化していきます。当たり前のことですが理型は理数が文型は国

社がカギとなります。ぜひその特徴を理解した上で得意教科・科目の学力を伸ばして下さい。そ

のための２回の３連休です。

今回は河合塾主催の北大入試研究会に参加した先生方によるレポートを２週にわたって掲載しま

す。北海道大学は何と言っても道民にとってあこがれの大学。入りたいという生徒はかなり多いはず

です。２・３年生は昨年や一昨年に掲載された進路通信も参考にして対策を練って下さい。

【国語】 宮下先生

１ 北海道大学の国語は 4題出題される。現代文 2題、古文 1題、漢文 1題を 120分 で解答する。

配点は現代文 50点× 2＝ 100点。古文 30点、漢文 20点と推定される。

合格の目安

（1）北大国語は 5～ 6割すなわち 75点～ 90点ほしい。

（2）全統記述模試の国語の偏差値は 60前後、最低でも 50台。

（3）北大オープン得点率 50。（45から逆転可能）。

（4）センター 8割前後。

２ 対策は現代文中心になるが、古文、漢文は確実に得点したい。

３ 今回は 2018年第一問の問 2を解いてみよう。

一 次の文章は福岡伸一「ダ・ヴィンチの蝶」の一説である（設問の都合で一部省略 し、表記を改

めたところがある）。読んで設問に答えよ。

わたしに言ってみよ。自分はこれまでに□□を達成するために何かをなしたことがあるのかどうか

……。

わたしに言ってみよ。自分に□□をもたらすようなことを、かつて自分がしたことがあるかどうか

……。

ペンで流れるように書かれたこの短い文章は、15世紀イタリアの古語。流麗な筆致で手書きされて

いるが、Ａいずれも□□の部分が欠落している。しかし研究者たちは、直前の語尾変化から、欠落部

分に書かれるべき単語が女性名詞であると推定している。おそらく、ここに入る言葉は「栄誉」ある

いは「名声」であったに違いないと。

これが彼、レオナルドの偽らざる胸のうちだった。心の奥底に隠されていた彼の呟きは泡のように

ふと浮かび上がり、知らず知らずに指先を動かしたのだ。それほどまでに彼はいつも渇いていた。ど

れほどまでに彼は常に求めていた。しかし彼のペン先とプライドはその言葉を明示するまでには至ら

なかった。（後略）

問二 傍線部「いずれも□□の部分が欠落している」とあるが、筆者がそこから読み 取ったレオ

ナルドの心情を四〇字以内で説明せよ。

河合塾の解答例河合塾の解答例河合塾の解答例河合塾の解答例

常時心の奥底に抑圧されていながら、ａ／無意識の内に表出した、ｂ／

栄誉や名声へのｃ／渇望ｄ。（38字）

河合塾のコメント

出来はよい。解答の根拠となる箇所は、傍線部Ａを含む段落とその次の段落しかない。ただし、そ

の箇所と傍線部との関連性について、どこまで読みを確実にできるかについては、疑問が残るところ

である。

また、参考として他の解答例をあげる。

代ゼミの解答例代ゼミの解答例代ゼミの解答例代ゼミの解答例

栄誉や名声を渇望しながらも、その願望を他者に悟られることを嫌悪するプライド。

(38字)駿台の解答例駿台の解答例駿台の解答例駿台の解答例

栄誉や名声を心の奥底で渇望しながらも、プライドからその明示を許さないという 心情。（40字）

このように各予備校からの解答例を比較参照し、「要素」分析することをすすめる。 赤本や青本

の解答解説のみを頼りにした学習は柔軟な思考を阻害する可能性がある。

多様な解答例や解説、そして本校教師の目を参照することを勧める。

【数学】 牧井・宮澤謙輔先生

１．合格者の得点率（河合塾の概算による）

医学科は４題分、医学科以外の理系は2.9題分、文系は2.6題分であった。これらは例年と大きく変わらな

い。ただし、完答できた問題は少なく、理系、文系ともに第１問くらいだと思われる。その他の問題は途中ま

では解けるので、途中点を合わせると上のような得点率になる。

２．「全般的な注意」

これが１番重要である。今年、大学が発表した入試概要の最後に「全般的な注意」が書かれていた。これ

は今まではなかったものである。ここに書かれていることは受験生へのメッセージなので気を付けなればな

らない。内容は次の通りである。

・雑な議論で済まそうとする解答が非常に多かった。

・受験生本人にしか理解できないような記述が多かった。図やグラフなどを書くべきである。また、下書き用紙

があるから活用するとよい。

解答は「採点者へ向けた手紙」だと思い、自分の考えたことが採点者に伝わるように正しい日本語で説明

することが求められている。日ごろの勉強や定期試験のときから「伝わる解答作り」を心がけることが大切で

ある。



３．傾向と対策

今年は「完答できる問題」が少なかったが、北大側はこれを「よい問題」だと考えている。よって、途中点を

しっかり稼ぐことが求められる。「２．」に書かれていた注意事項はもちろんのこと、計算のミスや説明の不足

を減らすような心がけを日ごろからしておくことが重要である。また、大問が（１）～（３）で構成されている場

合、（２）が解けてなくても（３）が解けていれば（３）は採点の対象となる。入試では（２）の事実を使えば（３）

が容易に解けることがよくあるので、（２）が解けなくても（３）を解こうとする姿勢は身に付けておくべきであ

る。

河合塾としては、今年度の入試では次の分野が狙われると考えている。

理系…数Ⅲの微積（極限も含む）、複素数平面（複素数係数の方程式を含む）、整数の性質、

図形と方程式

文系…整数の性質、確率（条件付き確率も含む）、図形と方程式、ベクトル、微積

【生物】 菊地先生

１ H30年度総合入試理系（前期）の分析について

２ 全統マーク模試第１回（５月実施）の相関について

※現役生はこの模試から本番まで100～150点アップは見込める。

（１）総合理系

合計５５０点が合格の目安である。合計５００点が合格者の下限という現実を認識してほしい。

（２）保健医療系

合計４５０点が合格の下限という現実を認識してほしい。

※いずれの点数にも達していない人は、全統マーク模試第２回（８月実施）で追い着こう！

２ 北大入試オープン（１１月実施）の相関について

※現役生の得点率は、例年40～50%に固まっている。

→11月初旬では、ほとんどの現役生で二次対策は万全ではない！得点率が40%あれば追いつける！

３ 近年の出願者の傾向

センター試験までは北大よりも難関（東大、京大、阪大、名大、東北大など）を目指していた首

都圏・関西圏・中京圏の受験生が、センター試験で結果を出せず、北大に「下げて」出願する傾

向が強くなっている。→これらの受験生は二次試験の学力が高いので、道内勢が苦戦している。

４ 北大生物

（ １ ） 過 去 ５ 年 間 の 出 題 範 囲

（２）傾向分析

ア 出題分野に偏りがあり、出題分野にローテーションがある。

イ 前期と後期の出題形式は同様なので、前期受験予定者は後期の過去問も行っておくこと。

（他科目も同様）

ウ H28から一つの大問に色々な分野を意図的に盛り込んだ総合問題が増加している。

例）H30前期 第４問 ※多岐にわたる知識や思考を必要とする出題も見られる。

エ 来年度出題の可能性が高い分野（結局は全分野を隙間無く学習すべき）

①「細胞のタンパク質と遺伝子」「遺伝」 ②「植物の生殖・植物の環境応答」

③「自律神経とホルモン」または「免疫」 ④「系統と進化と生態系の融合問題」

⑤「代謝」「発生」

「遺伝子と形質発現」と「遺伝・連鎖・組換え」は、ほぼ毎年出題されると思って準備を行

うこと。

※出題スタッフは理学部中心であるが、大問１問を医学部のスタッフが作成している。神経

系・筋肉は H26 ～ 30 と連続されたので、そろそろ出題されず、「自律神経とホルモン」ま

たは「免疫」が連続して出題されるのではないか。

オ H30年度入試の特徴的な問題

（ア）前期大問３ 植物の生殖と発生

※シダ植物の生活環→差が付きやすい分野です。

教科書 ①３年 東京書籍「生物」p192-193

②２年理数科 第一学習社「高等学校 生物」p411～413

③２年普通科 第一学習社「改訂高等学校 生物」p438

（イ）前期大問４ 分子系統・地質時代（教科書最後の分野と遺伝子分野の複合問題）

系統分類、遺伝暗号表（コドン）を用いた計算問題がいくつか出題された。

苦戦した受験生が多かった。→これができたら逆転が可能であった。

教科書 ①３年 東京書籍「生物」p423-424,432-433,98-109

②２年理数科 第一学習社「高等学校 生物」p369-373,119-126

③２年普通科 第一学習社「改訂高等学校 生物」p388-391,116-122

（ウ）後期大問３ 昆虫の神経系・行動（フェロモン）・種間関係（社会性昆虫）

センター試験Ｂ問題のように、実験結果（グラフと文章）からいえることを正誤判断する

「探究」系の出題だった。→今後もこのような形式の出題が予想される。

※社会性昆虫を題材にした「包括適応度」は、H28にも出題された（センターにも出た）。

教科書 ①３年 東京書籍「生物」p258-259,325

②２年理数科 第一学習社「高等学校 生物」p369-373,298,309-311,323-324

③２年普通科 第一学習社「改訂高等学校 生物」p301,315-317,336-337

紙面の関係上、生物は次回に引き続きます。乞うご期待下さい！


